
 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２９年２月２５日 １１時２０分ごろ 

発生場所 長崎県対馬
つ し ま

市下島南南西方沖  

 対馬瀬鼻灯台から真方位３４７°１９海里付近 

 （概位 北緯３３°３６.６′ 東経１２９°０２.４′） 

事故の概要 貨物船LUCKY
ラ ッ キ ー

 PIONEER
パ イ オ ニ ア

は、東進中、また、漁船白
はく

鴎
おう

丸は、錨泊中、

両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年４月４日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 LUCKY PIONEER（パナマ共和国籍）、１４,５９９トン 

   ９１４３７１４（ＩＭＯ番号）、SKY ACE CO.,LTD. 

Ｂ 漁船 白鴎丸、１９トン 

   ＮＳ２－２３１８８（漁船登録番号）、有限会社白石水産 

   第２９２－５１６４５号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

  航海士Ａ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 不詳 

Ｂ 右舷船首部外板に擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：うねり 波高約１ｍ 

事故の経過 Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか１８人（全員中華人民共和国籍）

が乗り組み、空船で、中華人民共和国からロシア連邦に向け、対馬市

下島南南西方沖を東進中、Ｂ船と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、平成２９年２月２４日１１時

００分ごろ下島南南西方沖の漁場に向け、長崎県松浦市星
ほし

鹿
か

漁港を出

港した。 

 船長Ｂは、漁場に到着した後、魚群探索を行ったが魚群を発見でき

なかったので、２５日０７時００分ごろ、左舷錨を投下し、自室に入

り、夕方まで休養することとした。 

船長Ｂは、１１時２０分ごろ衝撃を感じ、窓の外を見たところ、至

近距離を通過していくＡ船を認め、Ｂ船の右舷側とＡ船の右舷側とが

衝突したことに気付いた。 

分析 Ａ船は、下島南南西方沖を東進中、前路で錨泊中のＢ船と衝突した

ものと考えられるが、船長Ａ及び航海士Ａから情報を得ることができ



 

なかったため、Ｂ船と衝突した状況を明らかにすることはできなかっ

た。 

Ｂ船は、下島南南西方沖で錨泊中、船長Ｂが、自室で休養していて

見張りを行っていなかったことから、接近するＡ船に気付かず、Ａ船

と衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、下島南南西方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が錨泊

中、両船が衝突したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 


